
○田村副議長 次に、今城議員。

〔今城議員質問席へ〕

○今 城議 員 公 明党 の 今城雅 子で ござ います 。令 和７年 ９月 定例

会に 大要 ４点の 質問 を させて いた だき ます。 市長 はじめ 、当 局の

皆様の明快な答弁をお願いいたします。

ま ず１ 点目、 中海 ・ 錦海か わま ちづ くり計 画の 進捗状 況に つい

て伺います。

本 市で は、中 海周 辺 の水辺 とま ちづ くりに つい て、平 成３ １年

３月 に中 海・錦 海か わ まちづ くり 計画 を策定 いた しまし た。 この

中海 と河 川周辺 は古 く から、 その 美し い景観 や豊 富な水 産物 に恵

まれ た環 境から 、錦 の 海と呼 ばれ 、市 民から 非常 に親し まれ 、現

在で も観 光、文 化、 ス ポーツ 、環 境な どの面 から も米子 の魅 力の

中心 と言 えます 。私 は 、この 魅力 あふ れる中 海、 錦海の 開発 は、

水と 城と まちの 伝統 を 踏まえ た地 域の 新しい シン ボル的 場所 にな

ると 、わ くわく する 期 待を持 って 、こ の計画 策定 の報告 を受 けた

のを 記憶 してお りま す 。この 中海 ・錦 海まち づく り計画 策定 から

６年 、本 計画が 目指 す 川とま ちが 一体 となっ た魅 力あふ れる まち

づく り推 進に対 して 、 本市で は、 具体 的にど のよ うな取 組を 進め

ているのか伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子港 にお きま して、 国、 県、市 がそ れぞ

れ役 割を 分担し なが ら 、地域 住民 の皆 様や観 光客 の皆様 など が水

辺に 親し める憩 いの 場 所をつ くる ため に整備 を進 めてお りま す。

本市 は、 芝生広 場や 駐 車場、 トイ レな どの整 備を 進める こと にし

てございます。以上です。



○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 こ の計 画 は、国 、県 、市 、共同 して 、水辺 に親 しむ

憩い の場 所をつ くる と いうこ とを 目指 してい る、 取り組 んで いる

ということです。

で は、 これま で国 、 県、市 では どの ような 役割 を担い なが ら、

どの よう なこと に取 り 組んで きた のか 伺いま す。 また、 本市 が現

在取 り組 んでい る具 体 的内容 とそ の進 捗状況 につ いても 伺い ます。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 これま で国 、県 、市が それ ぞれ担 う整 備工

事を 調整 して進 捗を 図 ってき てご ざい ます。 令和 ４年３ 月に 、県

が整 備さ れる桟 橋な ど の工事 が完 了し まして 、そ の後、 国が 整備

され る親 水護岸 など の 工事が 令和 ７年 ３月に 完了 してご ざい ます。

本市 は令 和６年 １１ 月 に灘町 橋か らの 進入路 整備 工事を 完了 し、

その 後、 令和７ 年度 に は芝生 広場 、駐 車場な どの 敷地造 成工 事や

トイ レ建 設工事 など を 予定し てお りま す。全 ての 工事完 了を 令和

８年３月と見込んでいるところでございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 こ れま で は、主 に米 子港 の改修 工事 として 、ハ ード

面の整備を実行してきたということですね。

市 民が 集い、 憩え る 場所と なる ため に、中 海と 河川周 辺の 安全

性や 利便 性は欠 くこ と のでき ない もの だとい うふ うに感 じま す。

そこ で、 それぞ れの 整 備箇所 につ いて 、その 必要 性と有 効性 につ

いて 、ど のよう に考 え ている のか 伺い ます。 この 整備は 、本 年度

末に は完 了する との こ とです が、 この 整備さ れた 地域に つい て、

どの よう な利活 用を す る想定 なの か、 またそ れぞ れの施 設の 維持



管理はどのように考えているのかも伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 国の親 水護 岸や 県の桟 橋な どの整 備に より

まし て、 中海の 景観 を 楽しみ 、水 辺に 直接触 れ合 うこと がで きる

環境 が整 うとと もに 、 中海湖 岸堤 整備 が進捗 し、 浸水被 害の 防止

が図 られ ている と考 え てござ いま す。 あわせ て、 本市の 芝生 広場、

駐車 場、 トイレ など の 整備に より まし て、地 域住 民や観 光客 など

が水 辺に 親しめ る憩 い の場所 が整 備で きると も考 えてご ざい ます。

整備 後の 活用や 管理 方 法につ きま して は、事 業者 や関係 機関 の御

意見 を伺 いなが ら、 現 在、庁 内で の調 整を進 めて いると ころ でご

ざいます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 必 要性 と 有効性 につ いて 、先ほ ど局 長教え てく ださ

いま した 。中海 湖岸 堤 整備で の浸 水被 害防止 とい うこと をお っし

ゃっ てく ださい まし た 。これ まで も高 潮とか 低気 圧、台 風な どが

重な った ような 気象 条 件で、 灘町 辺り では、 道路 冠水、 住宅 への

浸水 等も 起こっ てま い りまし た。 これ らのハ ード 整備の メリ ット

が遺 憾な く発揮 され る ことに 私は 期待 をして いる ところ です 。一

方で 、こ の計画 の所 管 は、文 化観 光局 観光課 とな ってい るこ とか

ら、 この 計画に 基づ く 様々な 事業 を行 うこと で、 観光振 興や イン

バウ ンド への貢 献、 ま ちのに ぎわ い創 出にも 期待 をする とこ ろで

す。 しか し、こ れま で ハード 整備 が先 行して いた からか 、現 在、

私た ち市 民には この 計 画に基 づく 観光 振興に つい ては目 に見 える

具体 的な 取組が 分か り にくい とい うふ うに感 じま す。そ こで 、こ

の計 画に 基づい た観 光 振興に つい て、 この６ 年間 どのよ うに 取り



組んできたのか伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子港 周辺 にお きまし ては 、加茂 川・ 中海

遊 覧 船 に よ る 水 辺 の 観 光 利 用 に 取 り 組 ま れ て お り 、 本 市 で は 、

様々 な媒 体で機 会を 捉 え遊覧 船の 利用 促進に つな がる情 報発 信を

行っ てき ており ます 。 現在、 整備 して いる広 場に つきま して は、

米子 駅周 辺から 城下 町 エリア の周 遊観 光の結 節点 になる と考 えて

おり まし て、芝 生広 場 やトイ レ、 駐車 場やバ ス停 の整備 とい った

観光 客の 方々の 利便 性 を高め る環 境整 備を進 めて おりま す。 米子

城跡 や城 下町に 対す る 観光振 興の 取組 を展開 する 中で、 今回 整備

いた しま す広場 につ き まして も、 新た な資源 とし て生か して いき

たいというふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 今 その よ うにお 答え いた だいた んで すけど 、せ っか

くの 地域 振興や 観光 振 興の目 玉と もな り得る 、こ のかわ まち づく

りの 整備 である のに 、 私はこ の地 域へ の観光 の誘 導とい うの が既

存の 事業 者さん 任せ で あった りと か、 また本 市と しての 積極 的関

わり とい う、ま た市 の 観光振 興へ の方 向性と いう ものが 全く 感じ

られ ない なとい うふ う に思っ てい て、 本当に 残念 だとい うふ うに

思います。

そ こで 、米子 市と し て、米 子港 周辺 エリア のウ オータ ーフ ロン

トと して の在り 方や 課 題につ いて 、ど のよう に認 識をし てい るの

か伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 地域住 民や 観光 客の方 に中 海の豊 かな 自然



に親 しむ ことが でき る 憩いの 場所 やた たずめ る場 所とし て活 用し

てい ただ くこと を想 定 してご ざい ます 。また 、米 子駅周 辺と 城下

町 エ リ ア を 接 続 す る 結 節 点 の 役 割 を 担 う と 考 え て も お り ま す 。

様々 な関 係者の 御意 見 を伺い なが ら、 米子港 周辺 を訪れ てい ただ

いた 方の 滞在時 間の 延 長や米 子駅 周辺 や城下 町へ の周遊 を促 し、

消費 を増 やす取 組を 進 めてい きた いと いうふ うに 考えて ござ いま

す。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひお 願 いしま す。 私は 、この 中海 ・錦海 かわ まち

づく り計 画とい うの は 、本市 の歴 史、 文化、 スポ ーツ、 交通 や経

済の 発展 など、 多岐 に わたる 内容 が網 羅され てい て、非 常に よく

でき た計 画なん じゃ な いかな とい うふ うに思 って います 。し かし、

今の この 御答弁 で、 こ れら市 の、 本市 のポテ ンシ ャルを 生か した

観光 への 誘導す るよ う なソフ ト面 での 仕掛け づく りとい うの がま

だま だ弱 いなと いう ふ うに思 って いる ところ です 。私は 、ハ ード

の整 備が 完了し てか ら 、この ソフ ト面 のビジ ョン や計画 を検 討す

ると いう のでは とて も 遅いな とい うふ うに思 って います 。米 子城

跡や 下町 観光な どの 現 在の観 光コ ンテ ンツと 中海 ・錦海 かわ まち

づく り計 画とが 連携 を して、 観光 資源 として 相互 に利活 用し 合う、

この エリ アを生 かし た 観光振 興の 計画 につい て、 どのよ うに 考え

ていらっしゃるのか伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 地域住 民の 皆様 や観光 客の 皆様に 楽し んで

いた だけ るよう 、米 子 城跡や 米子 港広 場の整 備事 業によ り、 各拠

点の 魅力 を高め ます と ともに 、観 光案 内看板 設置 のほか 、エ リア



周辺 の飲 食、土 産物 な どの店 舗、 米子 城跡や 城下 町など の観 光ス

ポッ トの 情報発 信を 行 いまし て、 米子 駅周辺 から 彫刻ロ ード 、米

子城 跡や 城下町 エリ ア への周 遊促 進に 向けた 取組 を進め てい きた

いというふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 分 かり ま したが 、私 は、 計画に つい て聞い てい るん

です ね。 どうい うふ う な計画 をす るん ですか とい うふう に聞 いて

いる んで すよね 。ソ フ ト面で の観 光振 興とま ちづ くりと いう 仕掛

けづ くり やその 計画 は 、現状 とし ては まだま だ進 んでい ない なと

いう ふう に、先 ほど も 申し上 げま した が、感 じら れてな りま せん。

です ので 、一刻 の猶 予 もない とい うふ うに思 いま す。し っか りと

市の 方針 を立て るべ き だとい うふ うに 指摘を して おきた いと 思い

ます。

中 海・ 錦海か わま ち づくり 計画 では 、ウオ ータ ーフロ ント を活

用し た川 とまち が一 体 となっ た魅 力あ るまち づく りの推 進を 目指

して いる わけで す。 こ の計画 を通 して 、米子 港周 辺と市 街地 を中

心と した エリア 一体 型 観光と して 、観 光振興 に取 り組む 必要 性を

強く 感じ ますが 、具 体 的には どの よう な取組 を行 ってい くの か、

御所見を伺います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、ウ オータ ーフ ロント を活 用し

た川 とま ちが一 体と な った魅 力あ るま ちづく り、 これを 推進 しよ

うと して いるわ けで す が、具 体的 取組 といた しま しては 、今 整備

をい たし ます広 場の 利 活用の 促進 とい うもの が一 つ大事 なポ イン

トだ とい うふう に思 っ ており ます 。ま ず、供 用開 始に伴 いま すセ



レモ ニー 、これ を検 討 いたし ます ほか 、整備 後の 活用に つき まし

ては 、近 隣の観 光事 業 者など 、民 間の 事業者 の皆 さんの 意見 を伺

いな がら 、検討 を進 め ている とこ ろで ござい ます 。米子 港周 辺に

は、 中海 に沈む 美し い 夕日を 見る スポ ットが 多々 ござい ます が、

この たび の親水 護岸 の 整備、 ある いは 、船着 場の 整備に よっ て、

加茂 川や 中海遊 覧船 、 あるい は、 水上 のアク ティ ビティ ーの 一層

の活 用と いうも のが 考 えられ ます 。こ れにつ きま しても 、事 業者

の御 意見 を伺い なが ら 進めて まい りた いと思 いま す。さ らに 申し

上げ ます と、周 辺の 城 下町や 、あ るい は米子 城跡 、さら には 、今

再整 備の 構想が 出て お ります 鳥大 病院 やその 周辺 の湊山 公園 の再

整備 、こ うした 広範 な エリア を一 体的 、連続 的に 散策で きる まち

歩き 周遊 コース につ い てもし っか りと 考えて まい りたい と存 じま

す。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。も う本 当にポ テン シャ

ルの 高い いいと ころ だ と思っ てい ます ので、 しっ かりと 売れ るも

のと いう か、売 り出 せ れるも のと いう ふうに して いただ きた いな

というふうに私も思います。

他 の地 域では 、水 上 バス観 光な どと か、あ と、 日常の 交通 手段

とし て、 こうい うも の を利用 した りと かいう とこ ろもあ って 、希

望が 湧く なとい うふ う に思っ たり もし ますが 、そ れを全 て同 じよ

うに しよ うとい うつ も りは一 つも あり ません ので 、人気 の観 光遊

覧だ とか 、港と 市街 地 の一体 観光 を実 施して いる という よう な先

進地 もあ ります ので 、 米子な らで はと いう未 来志 向の中 海、 錦海

のポ テン シャル を生 か した観 光振 興、 早急に 行う ように 希望 して、



次の質問にしたいと思います。

２ 点目 は、先 ほど 市 長もお っし ゃっ てくだ さい ました 、鳥 大病

院の 再整 備に伴 う湊 山 公園リ ニュ ーア ルへの 取組 につい て伺 いた

いと思います。

新 商都 米子の まち づ くり２ ０２ ５で 、市内 各エ リアの 特色 を生

かし たま ちづく りを 示 し、そ の中 には 、米子 港周 辺エリ アの 整備

につ いて も計画 が示 さ れてお りま す。 米子港 、中 海、錦 海と とも

に、 この エリア の中 心 となる 鳥取 大学 医学部 から 本年４ 月、 鳥取

大学 医学 部附属 病院 再 整備基 本構 想が 公表さ れま した。 ５月 には、

総務 政策 委員会 で、 本 市の対 応状 況に ついて の報 告があ った とこ

ろで す。 そこで 、改 め てです が、 この 鳥取大 学医 学部附 属病 院再

整備 基本 構想と いう も のにつ いて の概 要と本 市の 今後の 対応 につ

いて伺っておきます。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、鳥 大の その基 本構 想です ね、 ポイ

ント でご ざいま すが 、 大きく ２点 示さ れてご ざい ます。 一つ が、

再整 備に 係る基 本的 な 考え方 でご ざい まして 、キ ャッチ フレ ーズ、

基本 コン セプト のほ か 、再整 備に 向け て４つ の柱 が示さ れて おり

ます 。内 容とい たし ま しては 、デ ジタ ル化を 図っ ていく こと です

とか 、ま たホス ピタ ル タウン 、ホ スピ タルパ ーク という こと で、

まち づく りと一 体性 を 持った 形で 整備 をして いく こと、 その ほか、

自然 との 調和で すと か 、有事 対応 、災 害対応 など 、位置 づけ られ

てい ると ころで あり ま す。も う１ 点が 、再整 備の ロード マッ プで

あり ます 。令和 ８年 度 に湊山 公園 の用 地の売 買契 約の締 結を いた

しま す。 これは 、本 市 から用 地の 一部 提供の 覚書 を締結 して ござ



いま して 、それ に基 づ く契約 であ りま す。ま た、 その後 、令 和１

１年 に工 事着工 を目 指 すとい うこ とが 示され てご ざいま す。 本市

の対 応で ござい ます が 、この 基本 構想 を踏ま えま して、 まず は、

湊山 公園 用地の 一部 を 鳥取大 学に 提供 する、 売却 するた めの 契約

締結 に向 けまし て、 大 学側と の具 体的 な協議 を進 めてい くこ とと

して ござ います 。ま た 、市民 の意 見な どをよ くお 伺いし なが ら、

新た な湊 山公園 の基 本 設計を 進め てま いりた いと 考えて ござ いま

す。以上であります。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 そ れで は 、鳥取 大学 医学 部附属 病院 再整備 基本 構想

に示 され た鳥大 病院 側 のロー ドマ ップ に伴っ て、 本市の 具体 的な

取組のスケジュールなどはどのようになっているのか伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 １点 目が 、ま ずは、 湊山 公園用 地の 売却

でご ざい ますが 、適 正 な価格 によ る契 約の締 結に 向けま して 、鳥

取大 学と の具体 的な 協 議を現 在進 めて いると ころ であり ます 。今

後、 様々 な関連 法令 が ござい ます 。こ の手続 も経 ながら 、来 年度

中、 令和 ８年度 中の 契 約締結 に向 けて 、各種 準備 を進め てま いり

たい と考 えてご ざい ま す。も う１ 点が 湊山公 園の リニュ ーア ルで

ござ いま す。せ んだ っ て８月 の１ １日 に、こ れは 本市と 鳥取 大学

が共 催を いたし まし て 、キッ クオ フフ ォーラ ムを 開催い たし まし

た。 これ を皮切 りに い たしま して 、１ ０月か ら市 民との ワー クシ

ョッ プ、 また説 明会 を 重ねて いく こと として おり ます。 その 後、

市民 の皆 様方の 御意 見 を反映 する 形で 、本年 度中 に湊山 公園 の基

本設 計案 を整備 する こ ととし てい ると ころで あり ます。 以上 でご



ざいます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 今 後、 湊 山公園 敷地 の売 却に伴 って 、本市 にお いて

は、 湊山 公園の リニ ュ ーアル の基 本設 計に向 かっ て動き 始め ると、

そう いう ふうに おっ し ゃって くだ さい ました 。湊 山公園 リニ ュー

アル の基 本設計 に向 け て、現 在の 取組 状況、 また 課題が あれ ば教

えてください。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 鳥大病 院の 再整 備計画 との 調整を 図り なが

ら、 湊山 公園の リニ ュ ーアル につ いて 、検討 して おると ころ でご

ざい まし て、１ ０月 以 降には 、湊 山公 園再整 備を 含む周 辺エ リア

のま ちづ くりに 関す る ワーク ショ ップ を行う など 、市民 の意 見を

反映 しな がら、 本年 度 中に湊 山公 園の 基本設 計案 を整理 する こと

とし てお るとこ ろで ご ざいま す。 現在 、現地 調査 をおお むね 終え

てお りま して、 鳥大 と 協議を 行い なが ら検討 を進 めてお ると ころ

でご ざい ます。 課題 と いたし まし ては 、今後 策定 されま す鳥 大病

院再 整備 の基本 計画 と の整合 を図 るこ とが重 要と 考えて ござ いま

して 、鳥 大との 連携 を 密に進 めて まい りたい と考 えてお ると ころ

でございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 先 ほど 部 長も、 総合 政策 部長も おっ しゃっ てく ださ

いま した 。私も とり だ い新病 院と 描く これか らの まちづ くり フォ

ーラ ムと いうの に参 加 させて いた だき ました 。米 子市と とも に、

米子 のま ちづく りに 対 して、 この エリ アを米 子市 のラン ドマ ーク

にと いう 鳥大病 院側 の お考え と、 私た ちも市 民一 人一人 も鳥 大病



院と とも に力を 合わ せ て発展 をし てい こうと いう 思いを 強く した

フォ ーラ ムだっ たな と いうふ うに 感じ ました 。こ の鳥大 病院 再整

備を 基に して、 本市 で は、市 全体 の中 で中海 、錦 海と鳥 大新 病院

を包 含す るこの エリ ア のまち づく りに 資する 考え 方につ いて 伺っ

てお きた いと思 いま す 。また 、鳥 大病 院の再 整備 に伴っ てリ ニュ

ーア ルさ れる都 市公 園 として の湊 山公 園の今 後の 在り方 につ いて

も伺いたいと思います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 では 、私 のほ うから は、 まちづ くり に関

して 御答 弁申し 上げ た いと思 いま す。 議員が 御指 摘の基 本構 想に

おき まし ては、 新病 院 周辺を ホス ピタ ルパー クと して整 備す るこ

とが 示さ れてご ざい ま す。こ れは 、新 病院と 湊山 公園、 一体 性を

持っ たエ リアと して 整 備をす るこ とで 、新病 院周 辺を市 民の 交流、

憩い の場 として 活用 し たいと 、こ のよ うな意 図が 込めら れて いる

とい うふ うに伺 って ご ざいま す。 本市 といた しま しては 、こ のこ

とを 踏ま えまし て、 ま ずは、 湊山 公園 がホス ピタ ルパー クと して

より 一層 魅力を 高め た 公園と なり ます ようリ ニュ ーアル を図 って

まい りま す。ま た、 湊 山公園 の周 辺は 、議員 御指 摘のと おり 、米

子港 のほ か、中 海、 錦 海、あ るい は、 米子城 跡な ど、優 れた 自然

景観 です とか、 歴史 資 源がご ざい ます 。そう いっ たエリ アで ござ

いま す。 そこで 、病 院 の再整 備を 契機 といた しま して、 これ から

市民 の皆 様方と ワー ク ショッ プを 開催 いたし ます 。こう いう こと

を繰 り返 しなが ら、 エ リア一 体で のま ちづく りの 将来像 につ いて

も取 りま とめる 予定 と してご ざい ます 。本市 とい たしま して も、

この ホス ピタル パー ク 構想を 実現 に向 けまし て、 鳥大と とも に取



り組んでまいりたいと考えてございます。以上であります。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 私のほ うか らは 、湊山 公園 の今後 の在 り方

につ いて お答え させ て いただ きま す。 鳥大病 院の 再整備 に伴 い、

新た な公 園の機 能が 発 揮でき るよ う、 周辺の 地域 資源を 生か して、

湊山 公園 と新病 院周 辺 に一体 性を 持た せられ るよ う、リ ニュ ーア

ルを進めていく所存でございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 と ても 希 望に燃 えて いる という か、 希望が ある なと

いう ふう に思っ てい ま すし、 先ほ どの 中海、 錦海 の話で もそ うで

すけ れど も、と ても い い場所 だし 、と ても未 来に 開ける 場所 だと

いう のは 、もう 本当 に ずっと 生ま れて からこ の方 、米子 に住 んで

いる 私と しても 、も う 何かわ くわ くす るとい うふ うに思 って いま

すので、ぜひよろしくお願いしたいというふうに思っています。

ち ょっ と少し 角度 を 変えて 、次 に、 リニュ ーア ルにお ける 施設

の整 備に ついて 伺っ て おきた いと いう ふうに 思う んです が、 本市

には 、本 年創立 ６０ 周 年を迎 える ソフ トテニ スク ラブ、 湊山 クラ

ブと いう ものが ござ い ます。 長年 にわ たる歴 史と 伝統、 早朝 から

の活 動実 績があ る同 ク ラブか ら、 本市 の複数 の課 に対し て、 その

活動 拠点 である テニ ス コート 、湊 山庭 球場と いう んです けど も、

につ いて 、昨年 、要 望 書が提 出さ れま した。 その 要望書 の概 要に

ついて伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 昨年、 湊山 クラ ブの皆 様か ら提出 いた だき

まし た要 望書に は、 主 に湊山 庭球 場の 存続に つい ての要 望を いた



だい てい るとこ ろで ご ざいま す。 あわ せまし て、 存続が 困難 な場

合に は、 代替地 の検 討 につい ても 要望 をいた だい ており ます 。以

上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 私 も一 度 、担当 課と 一緒 に、会 わせ ていた だい たり

とか して お話伺 いま し たが、 この 湊山 クラブ の活 動拠点 とな って

いる テニ スコー トで あ る湊山 庭球 場は 、米子 城二 の丸跡 に４ 面の

コー トが 設置さ れて い て、多 くの 市民 や中、 高校 生が日 常的 に使

用し てい るとい うふ う に伺い まし た。 この湊 山庭 球場の 現在 の使

用状 況を 本市が どの よ うに把 握し てい るのか 伺い たいと 思い ます。

また 、こ の庭球 場自 体 が史跡 米子 城跡 の敷地 内に 設置さ れて いる

とい うこ とから 、必 然 的に史 跡米 子城 跡保存 活用 計画及 び史 跡米

子城 跡整 備基本 計画 の 計画対 象と なっ ている とい うふう に思 いま

す。 では 、今後 この 湊 山庭球 場の 取扱 いにつ いて は、ど のよ うな

計画となっているのか、併せて伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 湊山庭 球場 の使 用状況 とい たしま して は、

日の 出か ら日没 まで の 間に湊 山ク ラブ が使用 され るほか にも 、中

学生 の部 活動な ど、 多 くの市 民の 方々 に御利 用い ただい てお りま

す。 昨年 度の利 用者 数 は、延 べ人 数で はござ いま すが、 約 4,５ ０

０ 名 で ご ざ い ま し た 。 ま た 、 今 後 の米 子城跡 整備 では、 湊山 庭球

場の ある 二の丸 ゾー ン につい て、 発掘 調査や その 成果を 踏ま えた

整備 を実 施する 計画 と してお りま すが 、実施 時期 につき まし ては

未定 でご ざいま す。 そ のこと から 、湊 山庭球 場に ついて は、 二の

丸ゾ ーン の発掘 調査 を 実施す る際 に廃 止する 方針 でござ いま すが、



こち らの ほうも 同じ く 、時期 につ いて は未定 と考 えてご ざい ます。

以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 時 期は 確 定して いな いと いうも のの 、やは り史 跡米

子城 跡の 計画に のっ と ってい けば 、こ の湊山 庭球 場とい うの は、

いず れ廃 止とな る予 定 だとい うこ とで す。い ずれ にして も、 これ

まで 長き にわた って 活 動をさ れて いた 湊山ク ラブ の皆さ んの 活動

拠点 や市 内の中 、高 校 生の練 習場 所が なくな ると いうこ とに おい

ては 、憂 慮する 事態 で はない かな とい うふう に思 ってい ます 。私

自身 、ク ラブの 方々 か らこの 相談 をい ただく まで 、米子 城跡 のこ

の整 備で このよ うに テ ニスコ ート がな くなる 、庭 球場が なく なっ

て困 るん だとい うよ う な話が 付随 して くるん だと いうこ とに つい

ては 、全 く気づ いて い なかっ た、 申し 訳なか った という ふう に思

いま した 。そこ で、 湊 山庭球 場の 廃止 に伴っ た代 替措置 につ いて、

市としてはどのように考えているのか伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 湊山庭 球場 を廃 止した 場合 、近く の市 営庭

球場 でご ざいま す東 山 庭球場 を御 利用 いただ くこ とにな ると 考え

てご ざい ますが 、現 状 のまま では 代替 措置と して の役割 を十 分に

果た すこ とはで きな い のでは ない かと も考え てご ざいま す。 その

ため 、東 山庭球 場の 開 場時間 の延 長な どの対 応策 につき まし ても、

検討する必要があると考えております。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 私 もこ れ 、本当 にな くな ったら どう するん だろ うな、

テニ スコ ートだ から 、 東山か なと か、 いろい ろ考 えたり もし てい



たん です けれど も、 で も、こ こで 使っ ていら っし ゃる方 が、 その

まま あっ ちへ行 った ら 、あっ ちも 使っ ていら っし ゃる方 、た くさ

んい らっ しゃる んで す よね。 何か それ ぞれが 気持 ちよく 使い たい

のに 、何 となく ぎく し ゃくす るよ うな ことに もな るんじ ゃな いか

なと 思う と、さ っき 局 長おっ しゃ った みたい に、 やっぱ りち ょっ

と考 えて いかん とい け んかな とい うふ うに思 った りもす ると こで

す。 なの で、湊 山ク ラ ブの皆 さん とい うのは 、健 康で生 き生 きと

暮ら すた めにと いう こ とで、 この ソフ トテニ スを 通して フレ イル

予防 を実 践して いる と いうふ うに おっ しゃっ てお りまし た。 まさ

に米 子市 まちづ くり ビ ジョン のス ポー ツ、健 康ま ちづく りの 理念

や計 画目 標に資 する 活 動をし てく ださ ってい て、 伊木市 長が 目指

して おら れるま ちづ く り、人 づく りに 通ずる もの ではな いか とい

うふうに強く感じました。

そ こで 、先ほ どの 大 要１の 質問 とも 関連す る御 提案な ので すが、

この 湊山 公園の リニ ュ ーアル は、 今後 米子市 が責 任を持 って 湊山

公園 の在 り方や 施設 の 整備に つい て検 討し、 基本 設計、 整備 工事

とい うふ うに進 んで い くとい うこ とに なるわ けで す。湊 山公 園リ

ニュ ーア ルの施 設整 備 の一環 とし て、 この二 の丸 跡のテ ニス コー

ト、 湊山 庭球場 の移 設 につい て、 この 設計に 盛り 込んで いっ ては

どうかというふうに考えますが、御所見を伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 テニス コー トの 移設に つい てでご ざい ます

が、 現在 、湊山 公園 の リニュ ーア ルに 向けて 、今 年度中 に基 本設

計案 を整 理する こと と してお りま して 、ワー クシ ョップ など を利

用し た市 民から の意 見 を踏ま え、 個別 の施設 につ きまし ては 、検



討していくものと考えておるところでございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 分 かり ま した。 ぜひ 市民 の意見 をと いうこ との ワー

クシ ョッ プだそ うで す ので、 でき れば このク ラブ の皆さ んに もお

声か けい ただけ れば と 思った りも した するん です が、今 こう やっ

てお 話し してい ます の で、内 容と か要 望書も 来て ますの で、 御理

解いただけるかなというふうにも思っています。

湊 山公 園は、 国土 交 通省の 都市 公園 の分類 にお いて、 都市 基幹

公園 の総 合公園 とい う ふうに 分類 され ている とい うこと です 。中

海湖 畔に 位置す る米 子 市にお ける 中央 公園の 機能 も持っ てお り、

市民 の憩 いの場 とな っ ている とい うふ うに説 明も されて いま す。

憩い の場 ととも に、 ス ポーツ 、健 康ま ちづく りの 拠点と して 整備

をしてもらいたいというふうに強く要望したいと思います。

一 つ、 もう一 つ御 提 案とし て、 その 際には 、古 くから 親し まれ

てき た公 園の呼 び名 で ある錦 公園 とい うのを 冠し た庭球 場に して

はど うか なとい うふ う に勝手 に思 って おりま すの で、御 提案 をし

て、 検討 という か、 少 し考え てい ただ ければ いい かなと いう ふう

に思って、大要３点目の質問をさせていただきたいと思います。

３ 点目 は、中 海に 関 連する 内水 対策 の取組 の現 状とそ の対 策に

ついて伺いたいと思います。

近 年の 雨の局 地化 、 集中化 、激 甚化 による 治水 対策の 推進 が求

めら れ、 本市で は、 地 区別の 浸水 リス クを適 切に 評価し 、雨 水整

備の 優先 度の高 い地 域 を中心 に、 浸水 対策を 推進 するた めの 基本

的な 事項 を定め る、 雨 水管理 総合 計画 の策定 を行 いまし た。 この

計画 で全 市的に 最優 先 で対応 すべ きＳ ランク から 、順に 状況 分析



を行 い当 面の５ 年間 で 緊急性 が高 いと 判断さ れた 地区に つい て、

重点 対策 地区、 優先 対 策地区 とし て対 応する とい うこと にな って

いま す。 そこで 、こ の ような 地区 につ いて、 具体 的対応 はど のよ

うになっているのか、進捗状況について伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 雨水総 合管 理計 画の進 捗状 況につ きま して

は、 昨年 度から 重点 対 策地区 にお きま して、 測量 設計業 務を 行っ

てお りま して、 今年 度 は、測 量設 計業 務の完 了し た箇所 から 雨水

排水 対策 工事を 実施 す ること とし てお ります 。具 体的な 実施 内容

につ きま しては 、ま ず 、堀川 上流 地区 及び福 生・ 水貫川 上流 地区

につ きま しては 、既 存 排水路 の拡 幅改 修、福 米新 田川、 福生 新田

川地 区に つきま して は 、新規 雨水 排水 路や排 水管 整備を 予定 して

おる とこ ろでご ざい ま す。昨 年度 より 事業を 開始 してお りま すこ

とか ら、 まずは 、重 点 対策地 区の 雨水 排水対 策を ５か年 でお おむ

ね整 備す ること を目 標 に実施 する こと として おり まして 、重 点対

策地 区に おける 雨水 排 水対策 の着 実な 進捗に 向け て取り 組ん でい

るところでございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 よ く分 か りまし た。 スピ ード感 を持 って取 り組 んで

くだ さっ ている とい う ことで 、本 会議 、この 本市 議会の 定例 会開

会日 に市 長の市 政概 要 報告で も、 １０ 月から 雨水 排水対 策工 事に

着手 する よとい うふ う にもお っし ゃっ てくだ さい ました し、 また

同時 に、 大沢川 の代 替 水路の 建設 と併 せて、 期待 をして おる とこ

ろで ござ います 。で す が、先 月２ ７、 ２８日 も、 米子市 では 大雨

洪水 注意 報が発 令し 、 落雷も あっ たと こです ね。 雨が降 らな い日



が続 くか と思え ば、 集 中豪雨 にも なる と。近 年、 頻繁に 注意 報や

警報 が発 令され るな と いうふ うに 感じ ている のは 私だけ では ない

なというふうに思っています。

そ こで 、豪雨 や線 状 降水帯 、洪 水予 報等が あっ た場合 に、 本市

の雨 水管 理総合 計画 に 基づい て、 警戒 が必要 とさ れてい る地 区に

つい ては 、本市 とし て どのよ うな 対応 を行っ てい るのか 伺い ます。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 大雨や 洪水 など による 警報 の発令 が予 想さ

れる 場合 は、過 去に 越 水や浸 水の あっ た箇所 への 対応と いた しま

して 、事 前に土 のう の 配付や 設置 、水 路のス クリ ーンや 排水 ポン

プの 状況 確認を 行っ た り、米 川等 に設 置して ござ います 取水 用の

樋門 のう ち、住 宅密 集 地を流 れる 用水 路の樋 門閉 鎖など を行 って

おる とこ ろでご ざい ま す。雨 天時 には 、ポン プ設 置箇所 やア ンダ

ーパ スの 見回り 、市 民 の要望 によ る土 のうの 配付 や設置 を行 って

おるところでございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 あ りが と うござ いま す。 先日も 道笑 町３丁 目、 ４丁

目の 間の 水路か ら越 水 や住宅 への 浸水 につい てと いう御 相談 をい

ただ きま した。 そこ は 、そん なに 越水 するの かな という ふう に思

った りも してい まし た が、近 年の 宅地 開発や 道路 、駐車 場の 舗装

化な どに よって 、地 盤 の吸水 力、 保水 力が弱 くな ってい るた めか

なと いう ふうに も思 っ たりし まし た。 近年の 集中 豪雨や 線状 降水

帯の 発生 時に、 これ ま でに警 戒し てこ なかっ た場 所でも 浸水 の危

険性 をは らんで いて 、 内水排 除に つい て、担 当課 では通 報が 非常

に多 くな ってい て、 対 応も大 変な んだ なとい うふ うにも 思っ てい



ます 。私 の手元 には 、 実は県 ・市 等の 内水対 策等 の取組 状況 と課

題と いう 資料が あり ま す。中 海に 係る 内水対 策の 会議の 資料 です。

これ はど のよう な会 議 で、ど んな 対策 につい て、 またど のよ うに

検討される場なのかを伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 その資 料で すけ ども、 その 資料の 会議 は中

海会 議と いうも ので ご ざいま して 、国 、鳥取 県、 島根県 、中 海沿

岸４ 市、 米子市 、境 港 市、松 江市 、安 来市で ござ います が、 それ

で構 成さ れまし て、 中 海及び 境水 道の 堤防、 護岸 等の整 備に よる

洪水 対策 や中海 の水 質 浄化に 関す るこ となど 、中 海の水 に関 する

諸問題を協議、検討する場となっておるところでございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 こ れま で 私たち 議員 は中 海会議 の報 告って いう のは、

基本 的に 環境問 題と し ての水 質浄 化に 重きを 置い た計画 とい うか、

報告 をい ただい てい た という ふう に思 ってい ます 。です が、 よく

よく 聞い てみま した ら 、実は この 洪水 対策や 内水 排除も 重要 視す

べきだったなっていうふうに私は感じました。

こ の会 議は中 海に 関 係して 内水 排除 対策と して の取組 が必 要と

され てい る場所 が４ か 所上げ られ てお ります 。こ の４か 所に つい

ての 取組 状況や 課題 、 またそ の課 題に ついて の検 討や対 応状 況に

ついて、概要を伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 市内の ４か 所で ござい ます が、そ れぞ れ祇

園町 、陰 田町、 彦名 町 、旗ヶ 崎食 品団 地でご ざい まして 、取 組と

いた しま しては 、中 海 の潮位 上昇 によ る樋門 閉鎖 時にお ける 内水



排除 を常 設ポン プと 仮 設ポン プの 併用 、また は仮 設ポン プの 単独

で行っておるところでございます。

課 題と いたし まし て は、潮 位上 昇時 の仮設 ポン プの作 動の タイ

ムラ グや 樋門操 作員 の 後継者 不足 によ る高齢 化が 上げら れて おる

ところでございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 確 かに 樋 門、こ こで はな いんで すけ ども、 例え ば米

川と かの 樋門を 開閉 し てくだ さる 方も 高齢な 方な んです ね。 そう

いう こと など、 本当 に 大事な ４か 所も 人を配 置し ないと いけ ない

って いう ことや 、ま た 点検や 確認 をさ れるっ てい うこと はと ても

大変なことだなっていうふうに感じているところです。

こ の４ か所の うち 、 特に今 日は 祇園 町地内 の内 水排除 計画 につ

いて 伺い たいと 思う ん ですが 、こ の件 につい ては 、鳥取 県に も、

９月 議会 を前に して 、 県議会 公明 党か ら対応 の要 望を提 出し まし

て、 対応 状況の 報告 と ともに 、今 後も 引き続 き現 地状況 に留 意し

なが ら、 米子市 と協 議 、連携 して 浸水 対策を 継続 してい くっ てい

う、 そう いう回 答が あ ったと いう こと です。 ４か 所全て が中 海の

潮位 上昇 によっ て浸 水 、逆流 も起 こっ ている と。 だから こそ のこ

のよ うな 中海会 議の 対 策なん だな って いうふ うに 理解を して いる

ところです。

こ の祇 園町で の内 水 排除に つい て、 雨天時 に現 場周辺 で、 自治

会長 さん 、そし て仮 設 ポンプ の運 用を 行って くだ さって いる 住民

の方 と一 緒に現 地確 認 をして 、お 話を 伺って まい りまし た。 一番

厳し い状 況のと きは 、 満潮時 や高 潮等 と雨天 が重 なると 途端 に水

路が あふ れ出す 。県 設 置の自 動ポ ンプ を稼働 させ ても、 市の 仮設



ポン プを 稼働さ せて も 内水排 除が 困難 になっ てい るとい うお 話で

した 。御 自宅の 駐車 場 では、 自動 車に も浸水 した ことも あり ます

と。 また 、電化 製品 も 使えな くな るほ どの被 害も あった とい うふ

うに もお っしゃ って い ました 。こ の一 帯地域 の住 宅には 、床 下へ

の浸 水っ ていう のも 珍 しくな いと いう ふうに おっ しゃっ てま す。

この ため 、ポン プの 稼 働を受 けて くだ さって いる 住民の 方は 、雨

が降 り始 めると ポン プ を動か すタ イミ ングを 逃さ ないた めに 、夜

中で あっ たとし ても 寝 ないで 水位 を確 認して いる と。ま た、 雨模

様が 予測 された ら、 買 物や外 出も でき ないと いう ふうに もお っし

ゃっ てい ました 。こ の ような 状況 で日 常生活 が制 限され 、非 常に

苦慮 され ている なと い うふう に思 いま した。 この ような 現状 につ

いて 、市 として はど の ように 認識 をし ている のか 伺いた いと 思い

ます。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現状の 認識 でご ざいま すが 、現在 のと ころ、

自動 排水 の常設 ポン プ が１か 所と 仮設 ポンプ ２か 所で対 応し てお

ると ころ でござ いま す が、近 年は 潮位 の上昇 と大 雨が重 なる こと

もご ざい まして 、度 々 道路冠 水を 起こ してお る場 所でご ざい まし

て、住宅への浸水も確認をしておるところでございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 そ うで す ね。連 絡を する と、担 当の 方が休 みの 日で

あっ たと しても すぐ に 見に来 てく ださ ったっ てい うふう に、 私も

電話 した ことあ りま す し、自 治会 長さ んもそ うい うふう にお っし

ゃっ てま すし、 地元 の 方もそ のよ うに おっし ゃっ てくだ さっ てる

ので 、こ こは大 変な ん だって いう こと や、何 とか しない とい けな



いっ てい う市の 担当 の 皆さん の努 力っ ていう か、 それも とっ ても

心に響いたなっていうふうにも思っています。

そ こで 、本市 の、 特 にこの 祇園 町地 内の内 水対 策等の 取組 の課

題に つい て、米 子市 と してど のよ うな 対応を 今後 してい こう とい

うふうになっているのか、その詳細を伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 祇園町 地内 の内 水排除 対策 につき まし ては、

通常 の雨 水排水 対策 と 異なり まし て、 中海の 潮位 の影響 を大 きく

受け るた め、こ れを 含 めた対 策の 検討 が必要 とな るとこ でご ざい

ます 。ま た、近 年の 気 候変動 の影 響等 により まし て、雨 の降 り方

が局 地化 、集中 化等 す ること によ りま して、 雨水 の流出 量が 増え、

排水 路等 にかか る負 担 が増加 して おり ますこ とか ら、改 めま して

現場 周辺 一帯の 排水 施 設等の 現状 を把 握、整 理す るとと もに 、国

や県 の協 力も得 なが ら 具体的 な対 策を 検討し てま いりた いと 考え

ておるところでございます。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひお 願 いしま す。 自治 会長さ んと 現地確 認で 、御

存じ だと 思う、 部長 も 御存じ だと 思う んです けど も、現 場の 中海

に接 する 排水路 、こ の 護岸の 至る とこ ろでク ラッ クが入 って いる、

亀裂 が入 ってい るっ て いうこ とで 、高 水位の とき には水 路側 から

住宅 側に 、本来 そこ で 防げな いと いけ ないの に、 ぼこぼ こっ とい

うふ うに 音がし て、 そ の亀裂 から 水が 還流し てく ると。 つま り幾

らポ ンプ で排水 をし て も、そ の水 がそ の亀裂 から 戻って くる 。ず

っと 循環 してる だけ で すって いう よう な状況 が実 はある んだ とい

う。 １か 所や２ か所 の 亀裂で はな くて 、そこ はた くさん 亀裂 があ



るん だっ ていう ふう に 、一緒 に見 に、 歩きな がら 確認を して きた

ところです。

し かし この護 岸の 対 策って いう のは 、実は 国が するべ きと ころ

だと 。自 動ポン プの 設 置は県 でや る。 市とし ては 、先ほ どお っし

ゃっ てく ださっ た住 宅 街の水 路の 水の 流れと その 管理や 整備 って

いう とこ ろ、ま た仮 設 ポンプ の設 置と いうと ころ が米子 市の 守備

範囲 であ るって いう こ とを考 える と、 やはり 要す るに米 子市 だけ

で対 応で きる範 囲っ て いうの はと ても 少なく て、 国・県 とし っか

り共 同し てこの 問題 に 対処し なけ れば ならな いと いうふ うに 感じ

たと ころ です。 市民 の 生命、 財産 を守 る責務 があ るとい うこ との

いう 意味 では、 もう 国 も県も その 責務 に対し ては 米子市 と同 じで

ある とい うふう に私 は 思いま すの で、 それぞ れの 対策を 強力 に働

きか けて 、一刻 も早 く 地域の 皆さ んが 安心し て眠 れる、 また 外出

もで きる ってい う当 た り前の 暮ら しを 取り戻 すた めに、 市と して

全力 を傾 けてい ただ き たいな とい うふ うに強 く要 望しま すが 、御

所見を伺いたいと思います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 祇 園町 地 内の内 水排 除の 対策に つき まして は、 近年

では 令和 ３年度 から ４ 年度に かけ まし て、鳥 取県 が樋門 操作 を電

動化 する 工事を 実施 し ていた だい てお ります 。こ れによ りま して、

地元 消防 団ない し水 防 団の皆 さん の負 担も少 し減 ったの では ない

かというふうには思います。

し かし ながら 、こ の 祇園町 地内 の内 水排除 対策 、これ は我 々に

とり まし ても喫 緊の 課 題であ ると 強く 認識を して おりま す。 度々

中海 会議 におき まし て も、県 、あ るい は国に 対し て情報 共有 とと



も に 、 要 望 を か け て い る と こ で ご ざ い ま す 。 引 き 続 き ま し て 、

国・ 県と 連携を しま し て内水 排除 の対 策に取 り組 んでま いり たい

と考えております。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。毎 年の 会議で 問題 意識

とし て言 ってく ださ っ てるっ てい うこ とで安 心も しまし たし 、力

強い思いもしました。

私 たち 公明党 はチ ー ム３０ ００ です ので、 県に は県の 議員 がい

ます し、 国には 国の 議 員がお りま すの で、こ の辺 のとこ ろを しっ

かり 連携 しなが ら、 本 当に困 って るん だよっ て、 地域の 人が って

いう こと をしっ かり 伝 えて、 共に 汗を 流して いき たいな って いう

ふう に思 ってい ると こ ろです 。し っか り応援 もし ていき たい と思

いますので、ぜひよろしくお願いいたします。

次 に、 最後に なり ま すが、 誰も が安 心して 利用 できる 庁舎 内の

施設について伺いたいと思います。

こ れま で市庁 舎に 代 表する 公共 施設 におい て、 スロー プの 設置

です とか 、その 屋根 の 設置で すと か、 身障者 の駐 車場、 ハー トフ

ル駐 車場 の屋根 の設 置 ですと か、 バリ アフリ ート イレや オス トメ

ート 設備 などを ずっ と 要望を して いた だきま して 、皆さ ん、 応え

てい ただ いて、 設置 も してい ただ いて きたと ころ です。 でき ると

ころ から 整備に 取り 組 んでい ただ いて 、本当 に感 謝をし てお りま

す。 先日 も会派 の津 田 議員が 提案 して いた本 庁舎 駐車ス ペー スの

幅 が 狭 い と い う こ と で し た が 、 少 し 広 く な り ま し て 、 来 訪 者 の

方々からも歓迎の声をいただいているところです。

公 共施 設のユ ニバ ー サルデ ザイ ンを 基本と する 各種の バリ アフ



リー 化に ついて 、本 市 の庁舎 等に 必要 な設備 や機 能の考 え方 と、

それらの整備状況について伺いたいと思います。

○田村副議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 庁 舎 等の市 有施 設の バリア フリ ー化に つい てで

ござ いま すが、 まず 、 必要な 設備 とし まして は、 先ほど 御紹 介い

ただ きま したよ うに 、 必要な 設備 、様 々ござ いま すが、 例え ば身

体障 がい 者用の スロ ー プ、ハ ート フル 駐車場 、バ リアフ リー トイ

レ、 授乳 室など 、多 様 な利用 者の 皆様 に配慮 した 設備が 上げ られ

るところでございます。

ま た、 その機 能に つ きまし ては 、本 庁舎等 には 様々な 方が 来庁

され ます ので、 ユニ バ ーサル デザ イン の視点 に基 づきま して 、障

がい のあ る方や 御高 齢 の方を はじ め来 庁され る全 ての方 が安 全・

安心 に利 用でき るよ う な設備 や案 内表 示など を備 える必 要が ある

と認識をしております。

そ して 、整備 状況 で ござい ます が、 本庁舎 を例 に挙げ ます と、

まず 、ト イレに つき ま しては 、一 部で はあり ます が、洋 式化 を実

施す ると ともに 、１ 階 に設置 して いる バリア フリ ートイ レに はオ

スト メー トの機 能を 整 備して いる とこ ろでご ざい ます。 また 、元

年度 には ハート フル 駐 車場及 びス ロー プの一 つに 屋根を 設置 し、

本年 度は 、最近 でご ざ います けれ ど、 １階に 授乳 室を設 置し たと

ころでございます。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 新 たに 市 庁舎と して 建設 された 市役 所糀町 庁舎 、こ

こに は現 状で対 応で き る施設 整備 や機 能が多 く盛 り込ま れて いる

わけ です 、新し いわ け ですか らね 。こ れらを 参考 にした 場合 、本



庁舎 など の大規 模改 修 を待つ こと なく 、現状 でも 必要と され る設

備や 機能 がこの 本庁 舎 に対し ては 不足 してい るな ってい うこ とは

明白ではないかというふうに私は感じているところです。

そ こで 、今後 、庁 舎 に必要 な設 備や 機能の 改修 等につ いて 、ど

のような計画で行うのか伺いたいと思います。

○田村副議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 本 庁 舎にお きま して は、先 ほど 御紹介 した よう

なも のも 含めま して 、 一部で はご ざい ますが 、整 備を進 めて いる

とこ ろで ござい ます 。 大きな 修繕 を要 する場 合に は、大 規模 改修

の計 画の 中で考 えて い くこと には なり ますが 、御 意見、 御要 望を

踏ま えま して、 可能 な ものに つい ては 引き続 き整 備を進 めて まい

りたいと考えております。

ま た、 庁舎内 の各 設 備の防 災対 策用 品の備 品配 備など につ きま

して は、 他市の 状況 も 参考に しな がら 研究を して まいり たい と考

えております。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 大 変あ り がとう ござ いま す。災 害時 、ここ は避 難所

には なら ないっ てい う ふうに おっ しゃ ってる んで すけれ ど、 でも、

庁舎 にい る人た ちは 一 旦はこ こに いな いとい けな いって いう 状況

もあ るん ですよ ねっ て 思った とき に、 やっぱ りそ ういう 、ど うい

う状 況に なった とし て も安心 ・安 全な 場所っ てい うとこ ろを 整備

をし っか りやっ てい た だける って いう ことは 非常 に心強 いな って

いうふうに思います。

６ 月議 会の代 表質 問 として 、本 庁舎 の授乳 室の 設置を 提案 して、

先ほ ど部 長がお っし ゃ ってく ださ った とおり 、８ 月中旬 には １階



の市 民生 活部長 室の 入 り口付 近に 授乳 室が設 けら れたと いう こと

です 。設 置後の 授乳 室 を８月 ２７ 日、 見学に 行き ました 。そ こで

は、 これ まで案 内し て いた地 下の 医務 室より も数 段明る くな って

いて 、白 シーツ をか ぶ せた長 椅子 とお 母さん 用の 椅子が あり まし

た。 です が、そ れだ け でした 。乳 幼児 を安全 に寝 かせる 場所 では

ない とい うふう に思 い ました し、 現状 として は、 ないよ りは まし

とい うレ ベルで 、設 備 も機能 も授 乳室 という には 非常に 残念 な状

況でした。

そ の後 、ベビ ーベ ッ ドが設 置さ れて 、非常 に安 全な形 には なり

まし たっ ていう ふう に おっし ゃっ てく ださっ たん ですが 、機 能が

充実 し、 本格運 用と な ったの で感 謝を 申し上 げた いなと いう ふう

に思 いま す。予 算の 関 係もあ るか なと は思い ます が、少 なく とも

女性 職員 や子育 て世 代 の授乳 室に つい てのア ンケ ートや 意見 聴取

を実 施す れば、 授乳 室 として どの よう な機能 や設 備が必 要な のか、

利用 開始 時に整 える こ とは当 然で きた のでは ない かとい うふ うに

も感じます。

そ こで 、授乳 室の 現 状やニ ーズ につ いて、 アン ケート や意 見聴

取を 実施 したの か、 ま ず伺い たい と思 います 。ま た、庁 舎に 必要

な機 能や 設備に つい て 、市民 や来 訪者 へのア ンケ ートや 意見 聴取

を実 施し 、現状 とニ ー ズを早 急に 把握 して、 必要 な機能 や設 備の

整備 を実 施すべ きで は ないか とい うふ うに考 えま すが、 御所 見を

伺いたいと思います。

○田村副議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 ま ず 、授乳 室の 設置 につき まし ては、 本庁 舎１

階西 側の 市民生 活部 長 室付近 に７ 月末 にパー ティ ション や入 り口、



椅子 など を設置 し、 授 乳室と して 、ま ずは暫 定利 用とい うこ とで

運用 を開 始いた しま し た。そ して 、８ 月の末 には おむつ の交 換台

や緊 急時 の呼出 しボ タ ンなど の設 備を 備えた とこ ろでご ざい ます。

アン ケー トなど は行 っ ており ませ んが 、設置 に当 たりま して は、

総合 案内 でいた だい た 市民の 皆様 の御 意見な ども 踏まえ ると とも

に、 また 女性職 員が 設 置に携 わっ てお りまし て、 授乳を 希望 され

る方が利用しやすいように整備を行ったところでございます。

そ して 、庁舎 に必 要 な設備 等の アン ケート 調査 、意見 聴取 の実

施に つい てでご ざい ま すが、 おっ しゃ るよう に市 民の皆 様の 御意

見を お聞 かせい ただ く という こと は大 変重要 であ ると考 えて おり

ます 。イ ンター ネッ ト を通じ たメ ール のほか 、御 意見の 提案 箱を

総合 案内 にも設 置し て おりま して 、御 意見、 御要 望につ きま して

は、 対応 可能な もの に つきま して は順 次整備 を行 ってい ると ころ

でご ざい ます。 また 、 授乳室 には アン ケート 調査 を実施 する ため

の、 最近 スマー トフ ォ ンを使 われ る方 も多く いら っしゃ いま すの

で、 とっ とり電 子申 請 サービ スの ＱＲ コード を掲 示した アン ケー

ト箱 、紙 の方も 大丈 夫 、スマ ート フォ ンの方 も御 意見が いた だけ

ると いう ような アン ケ ート箱 を設 置す るなど 、利 用され る方 の御

意見 、御 要望を 大切 に して、 可能 な整 備を引 き続 き実施 して いき

たいと考えております。以上です。

○田村副議長 今城議員。

○今 城議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひバ ージ ョンア ップ とい

うか、してくださいますようにお願いします。

今 回、 特に授 乳室 に ついて 質問 をし ました が、 そもそ も令 和３

年３ 月末 をもっ て事 業 者さん が設 置を してく ださ ったこ の授 乳室



の設 置型 授乳室 です が 、期間 満了 によ って、 これ が撤去 され たっ

てい う。 その時 点か ら ４年が たっ てい るって いう ことを 考え ます

と、 地下 階の医 務室 を 授乳室 とし て代 用して いた ってい うこ とそ

のも のが 信じら れな い という 状況 です 。伊木 市長 の３期 目と して

目指 す子 育て支 援の 充 実に授 乳室 は不 可欠な 設備 ではな いか なっ

てい うふ うに思 いま す ので、 さら なる 機能の 充実 を強く 要望 した

いと思います。

ま た、 この授 乳室 に ついて はど こに あるの か、 議員も 分か らな

いっ てい うよう な意 見 もあり まし たの で、場 所の 分かり やす い明

示も併せて要望しておきたいと思います。

これにて私の質問を終わります。


